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夢の舞台、全国大会へ

躍動した夏祭り（前編）



6・7月の町長の動き
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　6月は、南宇和郡救急医療対策協

議会（23日）、愛南地区防犯協会総

会、愛南町交通安全推進協議会総会

（30日）がありました。今後とも、安

全で安心して生活できる愛南町づく

りにご協力をいただきますようお願

いします。

　７月は、社明運動広報パレード出

発式、南予地区婦人教育指導者研修

会、一本松・宇和島間整備促進協議

会知事要望（１日）、篠山観光開発協

議会総会（５日）、国道56号宇和島

道路高架区間開通式（９日）、町の重

要施策の推進に関する知事要望（20

日）に出席しました。また、地域限定

の規制を緩和する「構造改革特区及

び地域再生計画に関する認定の内

示及び認定書授与式」（19日、東京

都）があり、第一次産業における「愛

南ブランド」創出によるまちづくり

計画が、「地域再生計画」で認定を

受けました。町でも、水産課水産振

興室・農業支援センターを主に、魅

力ある加工品づくりを活発に進めて

いきます。なお、災害時における応

急対策業務の実施について、（社）

愛媛県建設業協会南宇和支部と協

定書を結びました。（21日）

国家公務員初任行政研修で来町された方々を囲んで

6/24

オーストラリアに向け、出発した20名
（愛南町中学生海外研修事業）

7/13
東京都交響楽団による演奏会

第4回B&G会長賞四国西南地区水泳競技大会のワンシーンです。当日は、プールサイドに陣取る応援

団の大声援の中、選手の皆さんは力いっぱいの泳ぎを見せてくれました。
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特集
1

夢
の
舞
台
、
全
国
大
会
へ
！！

南宇和高校から、

第41回全国高等学校将棋選手権大会
(7/28・29、青森県三沢市古牧温泉で開催)

に出場される谷田久
く

美
み

子
こ

さん(3年)、

平成17年度全国高等学校総合体育大会に出場される
(8/2、千葉県総合スポーツセンター陸上競技場で開催)

川﨑勇
ゆ う

斗
と

くん(3年)、黒田直
すなお

くん(3年)に、

それぞれ全国大会に向けた

抱負を伺いました。
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今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
で

も
、
勉
強
で
も
、
夢
中
に
な
れ
る
も
の
が

そ
こ
に
に
あ
る
人
は
、
若
者
ら
し
さ
に
溢

れ
、
輝
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
若
さ
の
特
権
は
、
何
事
も
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
す
。
三
人
に
は
、
夢
の
舞
台
で
自
分
色
の
輝
き
を
放
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
日
差
し
の
中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
隅
で
黙
々
と
投
て
き

を
し
て
い
た
二
人
を
見
て
、
そ
の
鍛
え
ら
れ
た
肉
体
に
驚
き
ま

し
た
。
二
人
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
全
国
大
会
。
砲
丸
投
げ

を
始
め
た
切
っ
掛
け
は
、
高
校
の
先
輩
に
憧
れ
て
と
、
恥
ず
か

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
県
大
会
で
川
﨑
く
ん
が
1

位
・
四
国
大
会
で
3
位
、
黒
田
く
ん
が
県
大
会
で
2
位
・
四
国

大
会
で
6
位
。
砲
丸
投
で
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
出
来
る

の
は
、
四
国
大
会
で
上
位
6
位
ま
で
に
入
賞
し
た
者
だ
け
。
団

体
競
技
と
違
っ
た
厳
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
二
人
に
、
砲
丸
投

げ
の
魅
力
を
聞
く
と
、
5.
4
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
鉄
の
塊
を
体
全
体

を
使
っ
て
よ
り
遠
く
へ
投
げ
る
こ
と
と
、
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
短
距
離
を
全
力
で
走
っ
た
り
、
下
半
身
を
鍛
え
る

た
め
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
汗
を
流
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

顧
問
の
大
政
香

き
ょ
う

子こ

先
生
は
、
夢
の
舞
台
で
は
、
平
常
心
を
忘
れ

ず
、
一
緒
に
戦
っ
て
き
た
仲
間
の
想
い
も

込
め
て
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
ほ
し
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　

谷
田
さ
ん
は
、
遊
び
で
将
棋
に
触
れ
、

楽
し
か
っ
た
か
ら
高
校
で
も
将
棋
を
始
め

た
そ
う
で
す
。
将
棋
の
面
白
さ
は
「
将
棋

に
は
い
ろ
ん
な
戦
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
覚

え
る
こ
と
も
楽
し
い
し
、
奥
が
深
い
」
、

得
意
の
戦
法
は
「
四し

間け
ん

飛び

車し
ゃ

」
で
、
対
局

で
は
王
を
つ
め
る
時
は
、
七
手
先
ま
で
読

む
そ
う
で
す
。
過
去
の
ベ
ス
ト
32
を
更
新

し
、
今
年
は
ベ
ス
ト
8
が
目
標
と
、
笑
顔

で
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
で

は
、
各
県
3
位
ま
で
が
集
い
日
本
一
を
競

い
ま
す
。
顧
問
の
山
本
章あ

き

仁ひ
と

先
生
も
、
実
力
的
に
は
愛
媛

県
一
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い

ま
す
。
夢
の
舞
台
で
は
、
平

常
心
で
実
力
を
出
し
切
っ
て

下
さ
い
。

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て

よ
り
遠
く
へ

南宇和高校3年生

谷田久
く

美
み

子
こ

さん

黒田直
すなお

くん（左）と川﨑勇
ゆう

斗
と

くん（右）
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躍
動
し
た
夏
祭
り

　

一
本
松
町
商
工
会
主
催
の
一
本
松
夏
祭
り

（
通
称
輪
ぬ
け
祭
り
）
が
開
催
さ
れ
、
一
本

松
倶
楽
部
や
商
工
会
員
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
出

店
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ま
た
、
愛
南
町
で
一

番
早
い
花
火
大
会
（
2
0
0
0
発
）
が
あ

り
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

 
こ
の
夏
祭
り
は
、
一
本
松
大
社
の
輪
ぬ
け
祭

り
を
通
し
て
、
地
区
住
民
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
、
一
本
松
地
区
関
係
者
が
協
力
を
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
金
魚

す
く
い
や
お
楽
し
み
抽
選
会(

折
り
た
た
み
自

転
車
な
ど)

な
ど
、
楽
し
い
一
夜
と
な
り
ま
し

た
。 み

ん
な
一
本
松
に
お
い
で
!!

土
曜
の
夜
は
楽
し
い
ね
!!

　

城
辺
町
商
工
会
主
催
の
「
サ
タ
デ
ー
ナ
イ

ト
フ
ェ
ス
タ
in
城
辺
」
が
開
催
さ
れ
、
商
工

会
員
に
よ
る
楽
し
い
バ
ザ
ー
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
は
、
射
的
ゲ
ー
ム
・
金
魚
す
く

い
・
く
じ
び
き
、
大
人
に
は
、
ビ
ー
ル
・
焼

鳥
・
や
き
そ
ば
と
、
多
く
の
方
々
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
御
荘
郷
総
鎮
守
諏
訪
神
社

の
輪
ぬ
け
祭
も
開
催
さ
れ
、
豊
田
神
楽
保
存

会
に
よ
る
奉
納
舞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
山
出
憩
い
の
里
温
泉
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
僧
都
川
の
ほ
と
り
に
立
つ
観
光
拠
点

施
設
で
あ
る
同
温
泉
の
利
用
促
進
を
図
ろ
う

と
、
美
生
柑
を
使
っ
た
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
や
か

つ
お
丼
の
販
売
、
僧
都
川
に
作
っ
た
特
製
網

を
使
っ
て
の
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
、
工
作

教
室
や
丸
太
切
り
競
争
な
ど
、
山
里
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
に
た
く
さ
ん
の
方
々
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

見
て
、
ア
マ
ゴ
を
捕
ま
え
た
よ
!!

7/16

7/17

7/17
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

広
報
あ
い
な
ん
４
月
号
で
公
募
し
て
お
り

ま
し
た
補
助
金
検
討
委
員
３
名
と
町
選
出
委

員
２
名
に
つ
い
て
、
下
記
と
お
り
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

内　

容

　

原
則
と
し
て
、
町
が
単
独
で
町
民
・
団
体

に
交
付
し
て
い
る
補
助
金
に
対
し
て
、
公
正

と
公
平
・
透
明
性
・
公
益
性
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
事
業
効
果
の
評
価
等
に
よ
り
検
討
を
行

い
、検
討
結
果
を
答
申
書
と
し
て
提
出
し
ま
す
。

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

補
助
金
検
討
委
員
会
の
設
置

　

今
後
の
愛
南
町
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
「
愛
南
町
総
合

計
画
」
策
定
（
平
成
17
年
度
策
定
）

に
あ
た
り
、
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
委
員
の
公
募
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
次
の
と
お
り
公
募
委
員
を
含
め

た
「
愛
南
町
総
合
計
画
審
議
会
委

員
」
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
南
町
の
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
、
広
い
視
野
を
持
っ

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室

役　職　名 氏　　名 住　　所

議会議長   澤　本　　　誠
まこと

緑　　乙

総務常任委員長 新　田　房
ふさ

　男
お

御荘平城

産業建設委員長 二　宮　敬
けい

　典
すけ

久　　良

厚生常任委員長 那　須　芳
よし

　人
と

油　　袋

文教常任委員長 飯　田　利
とし

　久
ひさ

城 辺 甲

教育委員長   時　岡　慶
けい

　周
しゅう

御荘菊川

愛南町PTA連合会会長 小野山　浩
ひろ

　司
し

御荘平山

中浦中学校教頭 荒　木　智
とも

　子
こ

御荘平城

愛南町中央公民館運営審議会委員 浅　山　勝
かつ

　忠
ただ

小　　山

内海地域行政協力員会長 中　村　哲
てつ

　也
や

柏

福浦漁業協同組合参事 中　野　正
しょう

　二
じ

福　　浦

南宇和郡商工会（代表） 西　田　博
ひろ

　文
ぶみ

城 辺 乙

えひめ南農業協同組合南宇和支所長 宮　平　長
ちょういちろう

一郎 御荘和口

南宇和森林組合参事 土　居　年
とし

　春
はる

緑　　乙

南宇和郡身体障害者福祉協議会連合会理事 猪　野　良
よし

　樹
き

緑　　乙

南宇和生活研究協議会会長 濱　本　惠
けい

　子
こ

緑　　丙

老人クラブ会長   清　水　　　瀞
きよし

越　　田

愛南町ボランティア連絡会事務局長 兵　頭　朝
あさ

　美
み

蓮 乗 寺

南宇和青年会議所理事長 岡　田　正
まさ

　寿
ひさ

城 辺 甲

愛南町文化協会理事 大　西　喜
き く こ

久子 福　　浦

愛南町民生児童委員協議会会長 吉　田　琢
たく

　士
し

御荘平城

公募 吉　良　仁
ひと

　美
み

御荘平城

公募 本　多　経
つね

　義
よし

城 辺 甲

公募 朝　日　友
ともたろう

太郎 御荘平城

公募 松　下　直
なお

　代
よ

深　　浦

た
人
材
の
育

成
を
図
る
た

め
「
愛
南
町

人
材
育
成
事

業
」
の
新
設

に
あ
た
り
、

そ
の
人
材
育

成
事
業
審
査

会
委
員
を
次

の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま

す
。

No 氏　　名 所　　属

1 本　多　七
なな

　雄
お

助役

2 井　手　勇
ゆう

　司
じ

総務課長

3 橋　岡　政
まさ

　文
ふみ

商工観光課長

4 藤　田　勝
かつ

　直
なお

保健福祉課長

5 裡　田　日
ひ で お

出夫 社会教育課長

6   澤　本　　　誠
まこと

議会議長

7   上　埜　　　貢
みつぐ

御荘地域行政協力員会長

8 宮　本　梨
り

　絵
え

グループホームあけぼの

9 飯　田　マリ子
こ

南宇和生活研究協議会副会長

愛南町総合計画審議会委員

人材育成事業審査会委員

地  域 氏　　名

内　海
伊　井　栄

えい

　治
じ

好　岡　直
なお

　幸
ゆき

御　荘

久　能　善
よし

　紹
つぐ

梶　田　展
のぶ

　弘
ひろ

濵　田　公
きみ

　裕
ひろ

梶　田　仁
とよ

　克
かつ

松　本　和
わ か お

嘉雄

  小　川　　　勲
いさお

清　家　義
よし

　隆
たか

城　辺

倉　田　政
まさ

　夫
お

松　﨑　孝
こう

　三
ぞう

山　本　映
えい

　子
こ

田　村　住
すみ

　江
え

前　田　邦
くに

　夫
お

地  域 氏　　名

城　辺

前　田　アイ子
こ

寺　岡　ミチエ

豊
ほう

　久
きゅう

　哲
てつ

　芳
よし

  森　岡　　　仁
ひとし

増　本　寿
とし

　輝
き

二　宮　富
とみ

　英
ひで

幸　田　一
かず

　美
み

一本松
  増　田　　　薫

かおる

大　峰　敏
とし

　男
お

西　海

山　下　常
つね

　臣
とみ

野　本　盛
のり

　義
よし

吉　田　正
まさ

　利
とし

濱　本　秀
ひで

　雄
お

吉　田　政
まさ

　彦
ひこ

愛南町交通安全指導員

　６月29日に、以下の方々が、交通安全指導員に委嘱
されましたのでお知らせします。
　なお、任期は平成19年３月31日までです。

 お知らせします！

氏　名 住　所 備　考

宮　下　建
たて

　夫
お

小　　山 公　募

德　田　幹
みき

　雄
お

御荘平城 公　募

細　川　安
やす

　雄
お

城 辺 甲 公　募

新　田　房
ふさ

　男
お

御荘平城 町選出

和　田　敏
とし

　生
お

福　　浦 町選出
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夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
海
水
が
暖
ま
っ
て

膨
張
す
る
た
め
、
日
本
各
地
の
潮
位
は
一
年

の
う
ち
で
最
も
高
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
時

期
の
大
潮
期
（
新
月
や
満
月
の
前
後
）
の
満

潮
時
の
潮
位
は
、
ほ
と
ん
ど
の
所
で
年
間
の

最
高
潮
位
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
潮
位
が
高
い
と
こ
ろ
に
、
台

風
に
よ
る
高
潮
や
異
常
潮
位
に
よ
る
潮
位
の

上
昇
が
重
な
る
と
、
沿
岸
の
低
地
で
は
浸
水

な
ど
の
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
気
象
台
か
ら
高

潮
注
意
報
・
高
潮
警
報
や
潮
位
に
関
す
る
情

報
が
発
表
さ
れ
、
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
の
情
報
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
！

新月 満月

８
月
５
日

８
月
20
日

９
月
４
日

９
月
18
日

10
月
３
日

10
月
17
日

11
月
12
日

11
月
16
日

役場からのお知らせ
　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
…
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て 
助
け
合
う 

支
え
合
い 

心
な
ご
む

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

募
集
の
概
要

○
任　
　

期　

　

平
成
17
年
10
月（
委
嘱
の
日
）〜

　

平
成
18
年
３
月（
計
画
案
策
定
完
了
日
）

　

※
策
定
委
員
会
は
、
概
ね
３
回
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

○
募
集
人
員　

２
名（
選
考
）

○
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

○
応
募
方
法　

応
募
の
動
機
を
ご
記
入
の
上
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
直
接
、
郵
送
、
℡  
に
て
次
ま
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
（
応
募
用
紙
の
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。）

○
申
込
み
等　

　

８
月
15
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で（
必
着
） 

住
所　

〒
７
９
８
―

４
１
９
６　

　

城
辺
甲
２
４
７
８
番
地　

愛
南
町
保
健
福

祉
課（
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
募
集
担
当
）

　

℻  
７
２
―

１
２
１
５
、
℡  
７
２
―

１
２
１
２

地
域
福
祉
座
談
会（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て 

助
け
合
い 

支
え
合
う 

心
な
ご
む 

町
づ
く
り 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

（
有
）邑ゆ

う

と都
計
画
研
究
所　

前
田　

眞
ま
こ
と

先
生

１
回
目　

８
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場　

所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

「
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
抽
出
」

２
回
目　

９
月
11
日（
日
）

 
募
集
し
ま
す
！

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
委
員

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場　

所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

「
抽
出
課
題
の
整
理
」

３
回
目　

10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場　

所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

「
解
決
方
法
の
検
討
」

問
合
せ
先　

本
庁
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

℡  
７
２
―

１
２
１
２

採
用
職
種
、
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務
職　

２
名

受
験
資
格

⑴
本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
又
は
採
用
後

直
ち
に
本
町
に
居
住
し
住
所
を
定
め
る
方

⑵
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

⑶
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

　

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

　

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

　

③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

　

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

試
験
の
期
日
、場
所
、合
格
発
表
及
び
試
験
の
方
法

⑴
試
験
は
、
第
１
次
試
験
と
第
２
次
試
験

と
し
、
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
の

合
格
者
に
つ
い
て
行
う
。

⑵
試
験
の
期
日
、
場
所
、
合
格
発
表

 

募
集
し
ま
す
！

平
成
18
年
度 

愛
南
町
職
員

採
用
試
験
の
実
施

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

⑴
受
験
申
込
書
の
請
求

　

受
験
申
込
書
は
、
愛
南
町
役
場（
本
庁
）

総
務
課
又
は
各
支
所
庶
務
課
に
請
求
し
て

下
さ
い
。

⑵
受
験
申
込
必
要
書
類

◎
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証
明
書

◎
健
康
診
断
書
（
心
身
健
全
の
旨
を
記
載

し
た
内
容
）

◎
試
験
申
込
書(

必
要
な
事
項
を
記
入
し
、

最
近
３
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

〔
上
半
身
脱
帽
、正
面
向
、縦
5.0
㎝
、横
4.5

㎝
〕
を
貼
っ
た
も
の)

⑶
受
付
期
間

　

８
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
休
日
を
除

く
勤
務
時
間
中
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
）に
愛
南
町
役
場（
本
庁
）

総
務
課
で
受
付
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

８
月
15
日
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

そ
の
他

・
不
明
の
点
は
遠
慮
な
く
愛
南
町
役
場(

本

庁)

総
務
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

・
受
験
当
日
に
は
、
受
験
票
、
HB
の
鉛
筆
及

び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
消
し
ゴ
ム
を
持
参
し
て
下
さ

い
。

問
合
せ
先

〒
７
９
８
―

４
１
９
６ 

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
城
辺
甲
２
４
２
０

番
地　

愛
南
町
役
場（
本
庁
）
総
務
課

℡  

０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
１
１

U
R
L
 http://w

w
w
.tow

n.ainan.ehim
e.jp

e-m
ail som

u@
tow

n.ainan.ehim
e.jp

合格
通知

場所 日　時 区分

10
月
中
旬
予
定

愛
南
町
役
場（
本
庁
）

◎
適
性
検
査
、
教
養

試
験 
９
月
18
日(

日)
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
の
予
定

第
１
次
試
験

11
月
下
旬
予
定

同　

上

◎
作
文
試
験
、
集
団

討
論
、
個
人
面
接 

10
月
下
旬
〜
11
月
上

旬
の
予
定

第
２
次
試
験

　

９
／
10
日（
９
／
11
日
が
予
備
日
）
愛
南

町
地
震
津
波
避
難
訓
練
が
福
浦
漁
港
埋
立
地

で
行
わ
れ
ま
す
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
高
潮
と

異
常
潮
位
に
注
意
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石
綿
は
、
耐
熱
性
、
耐
腐
食
性
、
耐
摩
耗

性
に
優
れ
た
材
料
と
し
て
大
量
に
輸
入
さ

れ
、
そ
の
多
く
は
建
材
と
し
て
建
築
物
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
建
築
物

の
老
朽
化
に
よ
る
解
体
工
事
の
増
加
に
伴

い
、
解
体
工
事
従
事
労
働
者
の
石
綿
に
よ
る

健
康
障
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
綿
含
有
製
品
の
う
ち
建
材
、
摩
擦
材
及

び
接
着
剤
に
つ
い
て
は
、
既
に
製
造
等
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
関
係
労
働
者

の
健
康
障
害
防
止
対
策
の
充
実
を
図
る
た

め
、
石
綿
障
害
予
防
規
則
が
制
定
さ
れ
、
平

成
17
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

石
綿
障
害
予
防
規
則
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

１　

建
築
物
解
体
等
に
お
け
る
石
綿
使
用
の

事
前
調
査

２　

建
築
物
解
体
等
に
お
け
る
作
業
計
画
作

成
の
義
務
付
け

３　

解
体
作
業
の
届
出

４　

特
別
教
育
の
実
施

５　

作
業
主
任
者
の
選
任

６　

保
護
具
等
の
使
用

７　

湿
潤
化
等
の
措
置

８　

隔
離
・
立
入
禁
止
措
置

９　

建
築
物
解
体
等
の
注
文
者
の
配
慮

 
建
設
課
か
ら
！

石
綿
障
害
予
防
規
則
の

制
定
に
つ
い
て

問
合
せ
先

　

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
又
は
愛
媛

労
働
局
（
労
働
基
準
部
）
安
全
衛
生
課 

℡  
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
４

　

町
内
14
か
所
で
地
区
別
懇
談
会
を
開
催

し
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
を
は

じ
め
と
す
る
町
課
長
等
が
出
席
し
て
、
行
財

政
等
の
運
営
に
つ
い
て
地
区
住
民
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
懇
談
会
で

は
、
新
庁
舎
建
設
問
題
や
職
員
の
削
減
問

題
、
産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
は
、
「
合
併
後
４
年
以
内
の
建
設

 

皆
様
の
声
を
町
政
に
生
か
し
ま
す
！

地
区
別
懇
談
会

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
合
併
特
例
債
が
借
り
ら

れ
る
期
限
内
に
建
設
の
是
非
を
十
分
協
議

す
る
」
、
ま
た
職
員
の
削
減
問
題
に
つ
い
て

は
、
「
勧
奨
退
職
制
度
を
活
用
し
、
で
き
れ

ば
８
年
程
度
で
適
正
な
規
模
に
し
た
い
」

と
、
即
答
で
き
る
こ
と
や
す
ぐ
改
善
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
は
迅
速
に
対
応
し
、
そ
の

他
、
今
後
十
分
な
検
討
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
政
策
会
議
（
理
事
者
を
交
え
た
庁

内
協
議
）
で
今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
住
民

の
皆
様
の
声
を
町
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

5
/
10
〜
６
/
21

 

国
民
年
金
に
つ
い
て
！
①

国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
忘
れ
ず

に
！

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

水
産
振
興
室
と
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

町
政
の
柱
で
あ
る
第
一
次
産
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
安
全
で
安
心
な
加
工
品
の
産
地
化

を
め
ざ
し
、
別
府
大
学
短
期
大
学
部
の
村
田

勝
ま
さ
る

先
生
を
招
き
、
水
産
加
工
品
や
河
内
晩

柑
の
加
工
品
づ
く
り
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

６
月
29
日
に
、
水
産
加
工
品
の
講
習
会
で

は
、
鮮
度
の
い
い
材
料
、
愛
南
町
の
豊
か
な

自
然
に
育
ま
れ
た
人
情
と
を
、
一
つ
の
物
語

に
し
、
商
品
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
な
ど
知

恵
を
出
し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
30
日
に
開
催
さ
れ
た
農
産
加
工
品

づ
く
り
で
は
、
河
内
晩
柑
を
使
っ
た
ド
レ
ッ

 

愛
南
ブ
ラ
ン
ド
！

魅
力
あ
る
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
の

創
造
を
！

シ
ン
グ
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
試
作
さ
れ
ま
し

た
。
講
習
会
に
参
加
し
た
生
活
研
究
協
議
会

の
方
々
は
、
加
工
品
づ
く
り
の
難
し
さ
と
と

も
に
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
知
恵
を
学
ん
だ

よ
う
で
し
た
。
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○
保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

○
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
は
、10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と(

追
納)

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
保
険
料

の
免
除
若
し
く
は
納
付
猶
予
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

 

国
民
年
金
に
つ
い
て
！
②

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
に
つ
い
て

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

○
な
お
、
平
成
17
年
度
中
に
追
納
す
る
場

合
の
加
算
額
を
含
め
た
具
体
的
な
追
納
額

は
、
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算

し
た
各
年
度
に
お
け
る
追
納
額

全
額
免
除

半
額
免
除

10
年
度
目

１
６‚
３
１
０
円

―

９
年
度
目

１
６‚
２
６
０
円

―

８
年
度
目

１
６‚
０
４
０
円

―
７
年
度
目

１
５‚
７
９
０
円

―

６
年
度
目

１
５‚
１
９
０
円

―

５
年
度
目

１
４‚
６
０
０
円

―

４
年
度
目

１
４‚
０
４
０
円

―

３
年
度
目

１
３‚
５
０
０
円

６‚
７
５
０
円

２
年
度
目

１
３‚
３
０
０
円

６‚
６
５
０
円

１
年
度
目

１
３‚
３
０
０
円

６‚
６
５
０
円

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

８
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

 

国
民
年
金
に
つ
い
て
！
③

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　

国
民
年
金
制
度
の
発
達
の
過
程
に
お
い
て

生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方
を
対

象
と
し
た
福
祉
的
措
置
と
し
て
平
成
17
年
４

月
か
ら
、
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

対
象
者

　

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生

　

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の
配

偶
者

　

①
・
②
の
い
ず
れ
か
の
方
で
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に

初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

１
、
２
級
相
当
の
障
害
に
該
当
す
る
方
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
65
歳
に
達

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
障
害
状
態
に

該
当
さ
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

支
給
額

　

１
級　

月
額
５
万
円　

　

２
級　

月
額
４
万
円

・
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制
限
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

・
支
払
は
、
年
６
回
偶
数
月
で
す
。

申
請
方
法

　

請
求
の
窓
口
は
、
本
庁
町
民
課
、
ま
た
は

各
支
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
す
。

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
い
た
し
ま
す
。
請
求
書
の

届
出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、
遡
っ
て
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
添
付
書
類
が
す
べ
て
そ
ろ

わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
早

く
本
庁
町
民
課
窓
口
に
請
求
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

　

障
害
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状
況
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
非
常
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

該当の方は、お早

めに、手続きをし

てください！

詳しい問い合せは、

本庁町民課へお願

いします。

　

※
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
は
、
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

免
除
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
！

　

○
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

○
免
除
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
前

に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害

に
つ
い
て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

○
保
険
料
免
除
の
申
請
先
は
、
本
庁
町
民

課
、
ま
た
は
各
支
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
す
。
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役場からのお知らせ

町

県

民

税

月末
（2期分/4期）

国

民

健

康

保

険

税

月末
（3期分/10期）

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

毎月月末

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
26
日（
金
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

❸
既
に
旧
町
村
で
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
提
出

す
る
こ
と
な
く
、
愛
南
町
と
し
て
処

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
税
は
納
期
ま
で
に
確
実
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は

　

本
庁
税
務
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

保健事業のお知らせ（８月）
☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

基本健診・結核
肺がん・大腸がん

前立腺がん
肝炎ウイルス検査

8月  8日 月 小山本村集会所 　９：３０～１１：００

8月17日 水
満倉集会所 　９：３０～１１：００

中川コミュニティセンター １３：３０～１５：００

8月31日 水 御荘老人福祉センター
　９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

9月  5日 月
新浦集会所 　９：３０～１１：３０

小屋の浦集会所 １４：００～１５：３０

基本健診・結核・肺がん
胃がん・大腸がん

前立腺がん・肝炎ウイルス検査
8月24日 水 中泊集会所 　８：００～１１：００

胃がん検診

8月10日 水 久良ふるさとセンター 　７：３０～　９：００

9月  1日 木
家串農協前 　７：００～　８：００

油袋漁民センター前 　８：３０～　９：３０

9月  2日 金
網代消防倉庫前 　７：００～　８：００

魚神山集会所前 　８：３０～　９：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

8月  8日 月 緑基幹集落センター １２：００～１５：００

8月  9日 火 僧都公民館 １２：００～１５：００

9月10日 水 深浦公民館 １２：００～１５：００

8月17日 水
久良ふるさとセンター １２：００～１５：００

8月18日 木

8月22日 月 東海公民館 １２：００～１５：００

8月29日 月

城辺保健福祉センター １２：００～１５：００8月30日 火

8月31日 水

9月  2日 金 魚神山公民館 １３：００～１５：００
＊マンモグラフィー検査・骨粗鬆症検診については午前・午後、子宮がん検診・乳がん視触診検診については午後か
　らのみの受付です。

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

乳児健診(後期） 8月  9日 火 御荘文化センター H16年7月1日～9月30日生

３歳児健診 8月24日 水 城辺保健福祉センター H14年4月1日～6月30日生
＊対象：御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、城辺保健福祉センター(城辺地域、一本松地域）対象
　者には通知します。

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みなみっ子 8月22日 月 御荘夢創造館 　９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 8月21日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

乳児栄養相談
8月19日 金 城辺保健福祉センター １３：００～１３：３０

8月23日 火 御荘文化センター 事前申込み

育児学級
「わんぱくクラブ」

8月24日 水 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

病態別栄養相談 8月10日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ先　保健福祉課　℡  ７２－１２１２

　

厚
生
労
働
省
よ
り
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

差
し
控
え
に
つ
い
て
勧
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、
当
面
の
間
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

接
種
再
開
と
な
り
ま
し
た
ら
、
対
象
者
の

方
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。(

乳
幼
児
の

 

蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
！

日
本
脳
炎
予
防
接
種

見
合
わ
せ
お
知
ら
せ

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
現
在
お
持
ち
の
予
防

接
種
手
帳
の
予
診
票
を
そ
の
ま
ま
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。)

　

日
本
脳
炎
は
豚
の
体
内
で
増
え
た
ウ
イ
ル

ス
が
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
ま
す
。
戸
外
へ

出
る
と
き
は
で
き
る
限
り
長
袖
及
び
長
ズ
ボ

ン
を
身
に
着
け
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先  

本
庁
保
健
福
祉
課　

℡  
７
２
―

１
２
１
２

　

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
、
転
入
届
・
転

居
届
・
転
出
届
・
世
帯
変
更
届
を
さ
れ
る
時

に
は
、
本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
届
出
に
来
ら
れ

た
方
は
、
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

 

町
民
課
よ
り
お
知
ら
せ

各
種
変
更
届
に
つ
い
て
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楽しく学べたよ！（福浦中）

役場からのお知らせ

　

愛
南
町
で
は
、
む
し
歯
予
防
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
５
歳
児
健
康
診

査
で
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
実
施
し

ま
し
た
５
歳
児
健

診
で
は
14
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い
な
歯

を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
表
彰
さ
れ
た
方
々

　
　

玉た

ま

い井　

一い
っ
せ
い誠　

く　

ん　

御　

荘

　
　

中な
か
が
わ川　

礼ら

い

き貴　

く　

ん　

御　

荘

　
　

成な
る
み
や宮　

芹せ

な奈　

ち
ゃ
ん　

御　

荘

　
　

宮み
や
し
た下　

　

龍
り
ょ
う　

く　

ん　

内　

海

　
　

中な

か

た田　

幸こ
う
す
け佑　

く　

ん　

内　

海

　
　

松ま

つ

だ田　

佳か

の

ん音　

ち
ゃ
ん　

西　

海

　
　

石い
し
や
ま山　

春は

る

な菜　

ち
ゃ
ん　

一
本
松

　
　

塚つ
か
お
か岡　

謙け
ん
す
け介　

く　

ん　

一
本
松

　
　

飯い

い

だ田　

雛ひ

な

こ子　

ち
ゃ
ん　

城　

辺

　
　

石い

し

だ田　
　

優ゆ
う　

ち
ゃ
ん　

城　

辺

　
　

益ま

す

だ田　
　

武
た
け
る　

く　

ん　

城　

辺

　
　

増ま
す
も
と本　

皐た

か

と人　

く　

ん　

城　

辺

　
　

宇う
つ
の
み
や

都
宮
彩あ

や

な菜　

ち
ゃ
ん　

城　

辺

　
　

宮み
や
も
と本　

竜り
ゅ
う
く碧　

く　

ん　

城　

辺

 

き
れ
い
な
歯
を
大
切
に
！

５
歳
児
歯
科
表
彰

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
及
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
現
況
届
及
び
所

得
状
況
届
を
８
月
中
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

受
給
資
格
者
に
は
個
人
通
知
を
し
て
い
ま

す
。

　

現
況
届
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
付
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

ど
の
場
所
で
手
続
き
を
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
都
合
の
よ
い
場
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

◆
８
月
８
日（
月
）〜
10
日（
水
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　

御
荘
支
所

　

◆
８
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

◆
８
月
22
日（
月
）・
23
日（
火
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　

一
本
松
支
所

　

◆
８
月
25
日（
木
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　

内
海
支
所

　

◆
８
月
26
日（
金
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

 
手
続
は
必
ず
！

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　
　

西
海
支
所

　

上
記
以
外
の
日
に
受
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉 

 

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

児
童
福
祉
係 

℡  
７
２
―

１
２
１
２ 

 

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
〉

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳
未
満
の
心

身
障
害
児
（
一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
も
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
児
童
）
の
父
母
又
は
養
育
者
が
監
護
し
て

い
る
場
合
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
該
当
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
、
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
請
求
者
の
前
年
の

所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

租
税
教
室
！

税
金
っ
て
何
！

　

税
務
課
で
は
、
税
金
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
福
浦
中
学
校
３
年
生
を

対
象
に
「
租
税
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
、
初
め
て
行
わ
れ
た
取
り
組
み
で
、
今

後
町
内
の
各
学
校
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
授
業
で
は
、
山
田
智と

も

久ひ
さ

税
務
課
長
補
佐

が
、
国
税
（
消
費
税
・
所
得
税
等
）
県
税

（
自
動
車
税
・
県
た
ば
こ
税
等
）
町
税
（
町

民
税
・
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
等
）
な

ど
、
税
金
の
種
類
で
お
金
の
使
わ
れ
方
が
違

う
こ
と
な
ど
、
生
徒
に
税
金
の
名
札
を
つ
け

て
説
明
し
、
「
昨
年
度
に
一
番
所
得
税
を
納

め
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
誰
！
」
と
い
う
質
問

に
、
所
得
税
君
は
わ
か
り
ま
せ
ん
と
答
え
た

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
生
徒
た
ち
の
心

を
引
き
付
け
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
い
授
業

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
「
も
し
、
税
金

が
な
く
な
っ
た
ら
」
と
題
し
た
ビ
デ
オ
で

は
、
道
路
に
穴
が
あ
い
た
り
、
学
校
や
警

察
、
消
防
も
お
金
が
な
い
と
頼
め
な
い
。
と

い
っ
た
内
容
を
見
て
、
学
級
委
員
長
の
矢
野

巧た
く

馬ま

く
ん
が
「
税
金
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

清
潔
で
秩
序
あ
る
社
会
が
保
た
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が

学
校
生
活
を

お
く
る
た
め

に
、
平
均
で

１
人
に
１
月

で
約
８
万
円

の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、

身
近
な
話
題

か
ら
税
金
に

関
心
を
持
つ

機
会
と
な
っ

た

よ

う

で

す
。
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８・９月行事予定表

役場からのお知らせ

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

　１０日・１７日・３１日
水曜日のAM8：30～10：00
９月の引取日は、
　７日・１４日・２１日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、本庁環境
衛生課℡  72－1211(内線503)または各支所の
地域振興課まで問い合せください。

８月の当直医
一　般　内　科

第１日曜日   7日 福岡医院 一本松 ☎84-3600

第２日曜日 14日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 21日 浜口医院 城辺甲 ☎72-0038

第４日曜日 28日 国保一本松病院 一本松 ☎84-2255

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

救　急　担　当

日曜日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

　４月号から公表していました水道水水質検査結果は、今後は紙面の都合上、ホームページに掲載いた
しますのでお知らせいたします。詳細については、水道課まで問い合せください。

ホームページアドレス：www.town.ainan.ehime.jp

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 月 １８：００～２２：００ 城辺夏祭り 城辺商店街他

3 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１０：００～１２：００ 戦争と平和の体験談講座 正木公民館

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） ＤＥ・あ・い・２１

6 土
  ９：００～１５：００ 街探検マップづくり 城辺商店街

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

7 日
  ８：３０～１７：００

第２回四国西南地区
少年剣道大会

一本松交流促進
センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

9 火 １９：００～ 城辺みしま荘納涼大会 城辺みしま荘

10 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 Ｂ＆Ｇ海洋センター

１３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

１９：００～２１：００ 人権問題学習講座（第３回） 御荘文化センター

１８：００～ うちうみ夏祭り 須ノ川公園

11 木 １９：００～２１：００ 一本松荘納涼大会 一本松荘

12 金   ９：３０～１７：２０
シーカヤック ワンデイ・

塩子島ツアー
須ノ川海岸

13 土
  ９：３０～１７：２０

シーカヤック ワンデイ・
塩子島ツアー

須ノ川海岸

１８：００～２２：００ Jazz in 南レク２００５ 大森山キャンプ場

14 日

  ９：３０～１６：３０
会いに行こう。海の生き物！！
スノーケリング探検隊in須ノ川

須ノ川海岸

  ９：３０～１７：２０
シーカヤック　ワンデ
イ・塩子島ツアー

須ノ川海岸

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

15 月 １３：００～ 増田花とり踊り 安養寺

16 火 １６：３０～２１：２０ 西海中公園まつり 西海町民会館前広場

日 曜 時　間 行事名 場　所

17 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１９：００～２１：００ 南楽荘盆踊り大会 南楽荘グランド

ゆらり内海入浴料
サービスデー

ゆらり内海

19 金
１０：３０～

（開場１０：００）
「ガラスのうさぎ」上映

城辺社会福祉
会館大ホール

20 土

  ９：００～１９：００
高齢者趣味の作品展

（～９/４）
ＤＥ・あ・い・２１

１３：３０～１６：００ 愛南ウォッチング（第３回） 西海公民館内

１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

１８：３０～２０：３０ 御荘夏祭り 御荘文化センター

21 日

８：３０～ 軟式野球四国王座予選
南レク３号城辺

球場

１２：３０～１７：００
御荘夏祭り

第８回南宇和郡小学生相撲兼
愛南町スポーツ少年大会

Ｂ＆Ｇ相撲場

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

１２：００～２２：００ 御荘夏祭り 平城商店街他

24 水   ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

27 土 １６：００～１７：００ 読み聞かせ 御荘夢創造館

28 日
１０：００～１５：００ 由良祭り ゆらり内海駐車場

１４：００～１５：００ 作って遊ぼう（幼児親子対象） 御荘夢創造館

31 水
  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘夢創造館

１９：００～２１：００ 人権問題学習講座（第４回） 御荘文化センター

９月

3 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

4 日

９：００～ どろんこサッカー大会
篠山小学校
体育館横の田

  ９：３０～１８：１０ なつかしの名作映画鑑賞会 御荘文化センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

7 水
  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地区） ＤＥ・あ・い・２１

10 土 １３：３０～１６：００ 愛南ウォッチング（第4回）城辺・平城公民館内
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み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！
町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保
育
に
関
わ
る

お
知
ら
せ
事
項
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－城辺保育所園児－

　－東海保育所園児－

　－緑保育所園児－
　－久良保育所園児－

　

城
辺
保
育
所
の
年
長
児
35
名
が
、
４
月
に
夏
野

菜
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
「
お
は
よ
う
、
早
く
大

き
く
な
っ
て
ね
。
」
と
野
菜
に
挨
拶
し
な
が
ら
水

や
り
を
し
て
大
切
に
育
て
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り
や

ピ
ー
マ
ン
に
比
べ
て
、
な
か
な
か
生
長
し
て
く
れ

な
い
ト
マ
ト
を
何
日
も
待
ち
つ
づ
け
、
や
が
て

２
個
の
小
さ
な
ト
マ
ト
が
赤
く
な
り
「
わ
ぁ
〜

赤
い
ね
、
も
う
食
べ
れ
そ
う
や
ね
。
」
と
喜
び
の

声
。
35
人
の
年
長
児
は
、
「
ど
う
や
っ
て
食
べ
よ

う
か
？
」
皆
で
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
ト
マ
ト
は
２
個
、
食
べ
る
人
は
35
人
よ
ね
？
」

と
問
い
か
け
た
け
た
と
こ
ろ
「
あ
っ
そ
う
だ
！
35

個
に
な
る
ま
で
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
と
い
た
ら
。
」

「
う
〜
ん
、
で
も
、
腐
っ
ち
ゃ
い
そ
う
。
」
そ
ん

な
中
で
「
先
生
が
食
べ
れ
ば
い
い
よ
。
」
の
複
数

の
声
に
「
え
っ
！
」
驚
い
た
の
は
保
育
士
、
想

像
を
超
え
た
や
さ
し
い
言
葉
に
保
育
士
は
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。
「
本
当
に
先
生
が
食
べ
て
い
い

の
？ 

先
生
が
食
べ
た
ら
皆
は
食
べ
ら
れ
な
い
ん

だ
よ
。」
と
、
何
度
聞
い
て
も
「
う
ん 

い
い
よ
。

僕
ら
は
後
で
食
べ

れ
る
け
ん
。
」
と

満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
そ
う
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
赤
い
ミ
ニ
ト

マ
ト
」
は
、
子
ど

も
た
ち
の
や
さ
し

い
心
の
ず
っ
し
り

詰
ま
っ
た
保
育
士

へ
の
素
敵
な
贈
り

物
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の

や
さ
し
い
心
に
あ

り
が
と
う
！

《
や
さ
し
い
心
の
育
ち
を
求
め
て
》

　

城
辺
保
育
所
の
保
育
日
誌
よ
り
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緑公民館

赤
水
公
民
館

　赤水公民館では、ブラジルやネパール出身の留学生
と、踊りやけん玉などの遊びを通じて、次代を担う
子どもたちに、より広い世界に興味を持ってもらった
り、柔軟な考え方のできる人格を養ってほしいとワー
ルドパーティーランドを開催しました。ワールドパー
ティーランド実行委員さんに、事業を終えての感想を
いただきましたのでご紹介します。『今年のワールド
パーティーランドは節目である10年を越え、11回目

という新たなスタートを切るにあたって「子どもたちに夢を、地域に感動を」
をキッチフレーズとして実施しました。赤水小学校区の各関係機関の方々とと
もに、はつらつとした笑顔で外国の人たちと接する子どもたちの姿に感動を覚
えました。これからも、楽しいパーティーとして継続できるよう微力ながら私
ども一同、努力を重ねていきます。』

きれいな花を
見て！
　緑フラワーグ

ループ代表の坂本

亘
わたる

さんが、丁寧に

除草作業をされて

いました。この花

壇は、6月17日に

同グループと緑小学校6年生とで植栽を行った

ものです。今後とも、道行く人の心を和ませて

くれる美しい草花を咲かせていただき、私たち

の目を楽しませてください。

6/24

　緑小学校屋内運動場で、第9回緑地区クラブ対
抗レクバレー大会を開催しました。参加チーム
は日頃から練習しているチームばかりのため、
どの試合も接戦続きでしたが、最後は上手さが
勢いを退けた形?で熱戦の幕を閉じました。
なお、大会の結果は以下のとおりです。
優 勝  ゆかいな仲間たち(華組)
準優勝  ふれあい(月組)
3 位  さくらクラブ(年少組)

7/4・5

ゆかいな仲間たち

ふれあい

見て、触れて、楽しんだよ！（異文化体験）

正
木
公
民
館

「第15回県境篠山騒動
   どろんこサッカー大会」
   開催のお知らせ
　篠山クラブでは、「地域住
民が騒いで元気に動こう」
と、土佐と伊予との国境争い
で知られる篠山騒動に由来

したイベント名をつけ、スタートした泥んこサッ
カー大会も、お陰さまで15回を数えるまでにな
りました。最近では、参加者や観客も増加し、昨
年の大会には約3,000人で会場周辺が賑わいまし
た。
　今年の大会も、ますます元気に開催しますの
で、多くの方にご参加いただきますようお知らせ
いたします。

開催要綱
9月4日（日）※雨天決行

愛南町正木 篠山小学校体育館横の田

受付AM8：30～9：00
開会式AM9：00

着替え持参（更衣室有り）
泥田なので田植え靴等が必要（はだし禁止）

1位10万円　2位5万円　3位3万円　4位2万円
1～4位副賞あり

5,000円（保険料含む）
当日会場でお願いします。昼食として、おにぎ
り5人分（1人当り3個）無料サービス。その他猪う
どん、おでんや飲み物もあります。（有料）

❶どろんこサッカー大会
❷どろんこフラッグス
❸うなぎつかみ
❹バザー（うどん他）
❺お楽しみ抽選会
❻もちまき

1.月日

2.場所

3.時間

4.準備

5.表彰

6.参加料

7.内容

大会申込、お問合せ先

　〒798-4401愛媛県南宇和郡愛南町正木1248
　愛南町正木公民館 TEL（0895）84-3518 FAX兼用
　　　　　　　　　　　　　　　　【担当】鎌田　

新しく菊川公民館（御荘農村研修センター）と赤水
公民館に電話を新設しました。なお、今までの電話
は公衆電話として使用できます。
【新設された電話番号】

菊川公民館 TEL74-0334
赤水公民館 TEL75-0096

7/2
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気合いを込めて！

一本松公民館 一本松分館

家串公民館

深浦公民館

　三地区高齢者交流

会が深浦公民館で

開催されました。交

流会には、久良・東

海・深浦地区の高齢

者100名が参加し、

高齢者交通安全教室で交通安全の知識を学んだ

後、互いにお酒などを酌み交わしつつ、カラオ

ケや踊りを楽しみ交流を深めました。この交流

会は、毎年三地区持ち回りで開催しており、今

年で18回目となります。

城
辺
公
民
館

大正琴ただいま練習中！
　6月より津島町柿ノ浦の有田秀先生を講師に

迎えて大正琴クラブが始まりました。これは、

今まで習ったことのある人たちの「仲間を増や

して合奏をしたい」という希望にこたえて会員

を募りスタートしたものです。先生のきさくな

人柄とわかりやすい説明に大正琴の魅力にすっ

かり引き込まれた様子。「夜寝るときに譜を覚

えている」、「いろんな曲を自分で弾いてみ

た」と参加者の意気込みはなかなかなもので

す。合奏できる日も近いことでしょう。

三地区高齢者
交流会

少年剣士が技を競う!
　城辺小学校屋内運動場で、「第13回城辺剣道
錬成大会」が開催され、町内外より約200名の
少年剣士が集い、熱い戦いが繰り広げられまし
た。試合前には、南宇和剣道会による練成(心
身を鍛えること)が行われ、参加選手も初心に
返り、剣道の基本的な動作(足さばきや構え)を
体感しました。

7/9

恒例！笹まつり開催！
　城の辺学習館(城辺公民館)において、恒例の
笹まつりを開催致しました。「こぶたたんぽぽ
ポケットとんぼ」の指導による、笹かざり製
作、中学生・高校生・ボランティア連絡会の協
力のもと、「ポップコーン」・「わたがし」などを
作りました。あいにくの雨の中、参加した200名
の方々は楽しい一日を過ごしていました。

6/19

　子どもたちの夏休みの恒例行事となった「ラジオ体操」。一
本松地区分館主事の発案によりスタートしたこの行事も、地区
住民にもすっかり定着し、眠い目をこすりながらも多くの住民
が参加しています。朝早く起き、あいさつを交わし、楽しそう
に友達と会話する子どもたちを見るのは、とてもいい気分にな
ります。

7/21～31

6/22
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愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

7/2

ご寄付ありがとう
ございました。

　DE・あ・い・21で、毎年恒例の

DE・あ・い七夕祭りが開催され

ました。小雨の中での開催とな

りましたが、約450名が参加。夜

市ではヒオウギ貝の浜焼きや由

良の媛っ子地鶏の焼鳥などの特産物も出品。店の前には地

元の味を買い求める人で賑わっていました。また、館内には

巨大なソーメン流しも登場。家族連れや仲間が集まり楽し

い時間を過ごしました。

7/3 きれいな海を守ろう！

　御荘文化センターで日本舞踏

紫
むらさき

派
は

藤間若
わか

紫
し

乃
の

の会の「ゆかた

会」が盛大に開催されました。

若
わか

紫
し

乃
の

の会は、今年度の「ゆかた会」を福祉事業に役立てても

らおうと、福祉チャリティーと銘打って開催しました。同会で集

まった約4万円の寄付金を、愛南町社会福祉協議会にご寄付さ

れました。ありがとうございます。

DE・あ・い七夕祭り
　B&G海洋センターでは、巡視船「たかつ

き」の体験乗船と海の環境学習会、海洋性

レクリエーションを行いました。体験乗船で

は、舵をとらせていただいたり、船内の様子

を見たりと、あっという間の1時間でしたが、

途中、目前をジャンプしたり、優雅に泳ぐイル

カの群れに遭遇し、子供たちも感激の様子

でした。また、海上保安庁の方から、海で遊

ぶ楽しさやきれいな海を守ることの大切さ

を学習させてい

ただき、美しい

ふるさとの海を

守るために自分

たちで出来るこ

とについて、新

たな発見をする

機会となりまし

た。
〈文 小野山かをり

（広報編集委員）〉

7/2

7/13 本物のオーケストラに
触れたよ！

　御荘文化センター

で、「平成17年度文化

庁本物の舞台芸術体

験事業」が実施され、

町内中学校の2・3年

生、計525名が東京都

交響楽団の素晴らしい演奏を聞きました。

　この事業は、優れた芸術を鑑賞する機会を通じて、心豊か

な感性を育てようと文化庁が行っているものです。演奏会で

は、楽器の説明を聞いたり、指揮者を体験したり、生徒たちも

本物の音色を聞き、とても感動したことでしょう。この体験

が、未来のマエストロや演奏家の誕生の切っ掛けになるかも?

7/16

みんなの
広場を
清掃！

　一本松小学校児童が、赤十字クリーン運動

の一環として、一本松地区コミュニティ広場

の清掃活動を行いました。
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6/25

6/28

水難事故に備え、安全法を
学ぼう！

　まさかの水難事故に備えるため、鹿島で、愛媛県赤

十字奉仕団の立花登
のぼる

さんを招いて「水上安全法等講

習会」が行われました。当日は、救助法を身に付けよう

と20名が参加し、心肺蘇生法や止血法、陸や海での救

助等の実技を行い、救助における安全管理の必要性

を学びました。

7/1

規律正しく！
　一本松国民体育館で、平成17年度愛南町消防

団新人団員訓練が実施され、計73名が敬礼や回

れ右など、消防団の結束を深めるために重要な

「礼式訓練」を行い、参加した新人団員も、緊張

感を持ち消防団の訓練を学んでいました。

女性パワーの結集を！ 　宇和海国立公園内にあり、ス

キューバダイビングなどが気軽に

楽しめる「鹿島」の観光シーズン

を前に行われた安全祈願祭には、西海地域の地区役員

や町議員、町関係者ら約30人が参加して、水難事故防止

を願いました。その後、島に生息する猿や鹿の供養祭も

行われ、鹿島の夏物語がスタートしました。皆さん、熱帯

魚とサンゴ礁が見えるコーラルビーチへ行きませんか?。

詳しくは、本庁商工観光課または西海支所地域振興課

(TEL82-1111)まで問い合せください。

7/1

夏本番を向かえ、鹿島で
海開き！

　日頃、婦人会活動に携わる関係

者約200名が集い、御荘文化セン

ターで「平成17年度南予地区婦人教育指導者

研修会」が開催されました。研修会では、2つ

の分散会に分かれ、独居老人宅への訪問事業

や通学合宿等、各団体の事例発表の後、「男女

共同参画社会の実現に向けて」と題して、愛媛

県生涯学習推進講師の井
い

伊
い

磯
いそ

子
こ

さんの講演

がありました。
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● ● ● ●学 校 ナ ウ

このコーナーは、各小・中学校および高
校などのスポーツや文化活動等、子供た
ちの活発な様子をご紹介いたします。

　

南
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会(

第
2
部)

が
開
催
さ
れ
、
水
泳
・
陸
上
・
相
撲
・
柔
道
の

各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
大
会
の
相
撲
団
体
で
優
勝
し
た
内
海
中

学
校
、
準
優
勝
の
城
辺
中
学
校
、
相
撲
個
人
の

部
で
、
1
位
黒
田
恵け

い

太た

く
ん(

内
海
中)

、
2
位

本
多
真ま

さ

人と

く
ん(

城
辺
中)

、
3
位
小
松
功こ

う

大だ
い

く

ん(

城
辺
中)

、
4
位
岩
城
信の

ぶ

幸ゆ
き

く
ん(

御
荘
中)

が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
総
体
（
7
月
21
〜
24
日
）
に

出
場
さ
れ
ま
し
た
。

南
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
二
部
）
が
開
催

6/21
  

 DE
・
あ
・
い
・
21
で
、
内
海
地
域
3
校(

柏
・

家
串
・
魚
神
山)

の
小
学
6
年
生
17
名
が
交

流
学
習
の
一
貫
と
し
て
、
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ

リ
ー
教
室(

卒
業
記
念
作
品
制
作)

を
行
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
制

作
に
「
難
し
い
よ
、
銀
粘
土
が
足
り
な
い
よ
」

と
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
め
ざ

し
、
悪
戦
苦
闘
の
楽
し
い
制
作
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
日
の
作
品
は
、
9
月
に
行
な
わ
れ
る

〝
パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
〞
に
出
品
さ
れ
ま
す
。
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
会
長
他
6
名
の
審
査
員
の

厳
正
な
審
査
結
果
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
最
優
秀
作
品
が
で
る
か

も
? 内

海
地
域
3
小
学
校
の
6
年
生
が
パ
ー
ル

ジ
ュ
エ
リ
ー
教
室
に
参
加

6/16

訂
正
と
お
詫
び

7
月
号
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
剣
道
女
子
優
勝
が
一

本
松
中
学
校
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
城

辺
中
学
校
の
間
違
い
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

満
倉
小
学
校
体
育
館
で
、
上
大
道
公
民

館
主
催
の
「
紙
飛
行
機
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
30
人
の
児
童
は
、
日
本
紙

飛
行
機
協
会
愛
媛
県
支
部
代
表
の
今
井
健

司
さ
ん
か
ら
の
作
り
方
の
指
導
後
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
紙
飛
行
機
づ
く
り
に
熱
中
。
完

成
後
は
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
楽
し
そ

う
に
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

飛
ん
で
！
私
た
ち
の
紙
飛
行
機
！

7/9
　

深
浦
小
学
校
で
、
国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務

所
宇
和
島
国
道
出
張
所
が
、
講
師
に
門
田
茂
さ
ん(

小

山)

を
招
き
、「
き
ん
せ
ん
か
」
を
種
か
ら
育
て
る
「
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
ち
ゃ
れ
ん
じ
隊
」
を
行
い
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
で
は
、
花
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
力

を
い
れ
る
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
児
童
た
ち
に
も
花
を

種
か
ら
育
て
る
こ
と
で
、
や

さ
し
い
心
を
養
っ
て
も
ら
お

う
と
開
催
さ
れ
た
事
業
で

す
。
当
日
は
、
門
田
さ
ん
に

よ
る
植
え
方
等
の
説
明
後
、

児
童
た
ち
は
「
手
が
ピ
カ
ピ

カ
に
な
っ
た
よ
!
」
と
、
楽

し
そ
う
に
、
そ
し
て
、
確
実

に
、
開
花
を
楽
し
み
に
植
え

て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
！

7/4

講師の門田茂
しげる

さん
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エン
ジョ
イ！
スポ
ーツ

いい汗をかいたよ 6/19
　B&G海洋センターで、計19チームが参加し、第
13回B&G会長杯ミニバレーボール大会が開催され
ました。場内には、笑顔溢れる歓声が響くなど、
それぞれに楽しい汗を流しました。結果は、以下
のとおりです。

女子6人制の部
　優勝：U.MIX　2位：しらさぎ　3位：ミント
ミックス6人制の部
　優勝：ピューマ　2位：ラバーズ　3位：スマイル

力を込めて、はっけよい！ノコッタ～！6/26
　御荘B&G海洋センター相撲場で、110人の少年
力士が参加して「第7回全国わんぱく相撲南宇和
場所」(南宇和青年会議所・南宇和相撲連盟共催)
が開催されました。
　暑い日ざしの中、「粘って!頭を下げて!」と、
うちわとタオルを手に熱烈な声援を送る保護者や
観客とともに、子供たちも国技館である全国大会
をめざして、上位入賞をかけたレベルの高い真剣
な取組が多く行われました。
試合の結果は、次のとおりです。
(優勝者のみ掲載、4～6年生は第21回全国わんぱく相撲大会に出場)

●1年 松田凌
りょう

人
と

(城辺小)

●2年 山木穣
じょう

(赤水小)

●3年 杉本虹
こう

太
た

(平城小)

優勝した
U.MIXのみなさん

▼

▼優勝した
　ピューマの
　みなさん

●4年近平佳
けい

太
た

朗
ろう

(平城小)

●5年 中田走
そう

(赤水小)

●6年 原田直
なお

哉
や

(緑小)

スイ・スイと、
早さを競う！

7/9

　御荘B&G海洋センターで、吉田町や四万十市から21種目に
36チーム、計758人が参加して「第4回B&G会長賞四国西南地
区水泳競技大会」が開催されました。雨の大会となりました
が、終日プールでは、選手を後押しするかけ声や歓声に溢れ
ていました。また、選手たちの力強い泳ぎと均整の取れた体
に圧倒された一日でした。

(町内選手の大会新のみ掲載)
●100m自由形中学生女子　   

　  1位1:04:08 吉田千
ち

尋
ひろ

(中3)  2位1:09:42 岩崎雅
みやび

(中1)  3位1:09:69 中平朗
あき

代
よ

(中2)以上御荘中

●25m背泳ぎ5・6年生女子　  1位  18:02 松田真
ま

奈
な

(平城小6)

●100m背泳ぎ5・6年生男子　1位1:40:38 濵見省
しょう

吾
ご

(平城小6)

●50m自由形中学生女子        1位  29:82 吉田千尋(御荘中3)

がんばり
ました。
（赤水小）
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妻の一
ひ ふ み

二三さん　長男哲
てつのり

徳さん

時　間 作　　品

 9：30

～

11：40

純愛物語（1957年・東映・130分)
　監督：今井　正
　出演：江原真二郎、中原ひとみ
　　　  岡田栄次、田中邦衛

12：30

～

14：08

おとうと（1950年・大映・98分)
　監督：市川　昆
　出演：岸恵子、川口浩、田中絹代
　　　  岸田今日子

14：20

～

16：16

肉弾（1968年・肉弾を作る会・116分）
　監督：岡本喜八
　出演：寺田農、大谷直子
　　　  小沢昭一、笠智衆

16：30

～

18：01

旅の重さ（1972年・松竹・91分） 
　監督：斉藤耕一 
　出演：高橋洋子、岸田今日子
　　　  高橋悦史、秋吉久美子

※ 時代を生きる若者を描いた青春映画の秀作

生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

家
族
の
絆
を
大
切
に
！

河野俊
しゅん

さん（城辺甲）
（全国大会表彰式にて）

4

　

河
野
俊

し
ゅ
ん

さ
ん(

城
辺
甲)

が
、
魅
力
あ

る
明
日
へ
の
農
業
の
取
り
組
み
を
顕

彰
す
る
第
54
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

（
毎
日
新
聞
社
・
岡
山
県
主
催
、
農
林

水
産
省
な
ど
が
後
援
）
に
お
い
て
、
園

芸
部
門
で
全
国
20
代
表
に
選
ば
れ
、
岡

山
市
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
で
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
６
月
24
日
（
金
）
に

は
、
中
央
審
査
委
員
が
来
町
し
、
果
樹

園
や
ハ
ウ
ス
栽
培
、
経
営
状
況
等
の
説

明
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

 
 

河
野
さ
ん
は
、
農
業
一
本
で
生
計

を
立
て
る
と
い
う
志
を
持
た
れ
、
葉

ネ
ギ
・
ス
イ
カ
・
ト
マ
ト
を
１
・
７
８

ha
、
柑
橘
の
河
内
晩
柑
を
６
・
６
ha
の

複
合
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
元
年
５
月
に
は
、
有
限
会
社

「
河
野
園
芸
」
に
法
人
化
し
、
主
力

商
品
の
葉
ネ
ギ
の
「
伊
予
っ
子
ね

ぎ
」（
商
標
登
録
）
を
行
う
な
ど
、

市
場
調
査
に
よ
る
予
測
や
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
に
よ
る
経
営
戦
略
を
持

た
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
奥
さ

ん
と
息
子
さ
ん
や
弟
夫
婦
、
そ

し
て
、
町
内
全
域
か
ら
13
人
の
従

業
員
を
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
河
野
さ
ん
は
「
口
コ
ミ
で
広

が
る
よ
う
な
商
品
を
作
る
た
め
、

大
都
市
圏
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
へ
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
販
売
先
を

求
め
、
自
ら
の
足
で
全
国
を
回
っ

た
。
そ
の
経
験
が
今
の
自
分
を
支

え
て
い
る
。
や
は
り
、
企
業
家
と

し
て
将
来
に
対
す
る
夢
や
目
標
を

持
ち
、
個
々
が
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
。
真
剣
に
な
れ
ば
、
悩
ん
だ

り
・
迷
っ
た
り
し
た
時
に
は
、
誰

か
が
相
談
に

乗
っ
て
く
れ

る
も
の
だ
。

愛
南
ブ
ラ
ン

ド
も
、
自
信

の
あ
る
商
品

を
自
分
の
名

前
で
、
責
任

を
持
っ
て
売

る
こ
と
が
先

だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
愛
南
町
も
、
経
営
努
力
を

し
、
成
功
し
た
人
を
受
け
入
れ
る
よ
う

な
風
土
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
行

政
も
、
そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
を
活
し
た
振

興
策
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
広
く
、
技
術
は
深
く
。
ま
さ
に
、

経
営
感
覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
経
営
者
と
し
て

の
実
践
か
ら
生
れ
た
理
念
を
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。
「
知
恵
と
汗
を
出
し
家
族

が
一
緒
に
暮
ら
せ
」
と
い
う
、
亡
き
父

の
言
葉
を
胸
に
、
今
後
も
が
ん
ば
り
た

い
と
い
う
河
野
さ
ん
の
言
葉
に
触
れ
、

家
族
愛
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

一
時
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
愛
南

版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
と
も
、
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

に
向
け
た
先
駆
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

１
．
日　

時　

９
月
４
日（
日
）

         　
　
　

９
時
30
分
〜
18
時
10
分

２
．
場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル    

３
．
入
場
料　

１
日
通
し
券

　
　
　
　

一　

般　
　
　

５
０
０
円（
１
日
）

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

２
０
０
円（
１
日
） 

入
場
券
販
売
所

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
８
月
18
日（
木
）〜

主　

催　

文
化
庁
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
・
愛
南
町
・
愛
南
町
教
育
委
員
会

内　

容

　
問
合
せ
先  

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

℡  
７
３
―

１
１
１
１

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら

な
つ
か
し
の
名
作
映
画
鑑
賞
会

の
お
知
ら
せ
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

夕
方
７
時
ま
で
、戸
籍
・
住
民

基
本
台
帳
業
務
窓
口
の
延
長

　

愛
南
町
で
は
、
平
日（
月
〜
金
）の
勤
務
時

間
内（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）に
役
場
へ
来

庁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日（
試
行
）ま
で
の
間
、
本
庁
・
各
支
所
の

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
業
務
窓
口
の
み
夕
方

７
時
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
民
課
ま
た
は
御
荘
支
所
住

民
福
祉
課
、
各
支
所
住
民
課
へ
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

 

祭
り
の
お
知
ら
せ
！

夏
祭
り

◆
う
ち
う
み
夏
祭
り

日　

時　

８
月
10
日（
水
）18
時
〜

場　

所　

須
ノ
川
公
園
園
地
内

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
ふ
る
さ
と
市　

18
時
〜

②
園
児
ま
つ
り　

18
時
20
分
〜
19
時

③
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会

19
時
〜
20
時
20
分

④
太
鼓
祭
り　

20
時
20
分
〜
20
時
40
分

⑤
花
火
大
会（
約
３
，０
０
０
発
）

　

夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え
に
、
暑

さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る
た
め
感
電
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

電
気
保
安
協
会
か
ら
！

夏
の
感
電
事
故
防
止

20
時
40
分
〜
21
時
10
分

◆
西
海
海
中
公
園
ま
つ
り

日　

時　

８
月
16
日（
火
）16
時
30
分
〜

場　

所　

西
海
町
民
会
館
前
広
場

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
西
海
音
頭
パ
レ
ー
ド　

16
時
50
分
〜

②
く
じ
付
き
餅
ま
き　

17
時
20
分
〜

③
南
宇
和
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏　

17
時
45
分
〜

④
各
種
団
体
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会　

18
時
30
分
〜

⑤
抽
選
会　

19
時
30
分
〜

⑥
プ
ロ
太
鼓
士　

澤
田
剛
年
＆
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

20
時
15
分
〜

⑦
花
火
シ
ョ
ー　

20
時
45
分
〜

◆
御
荘
夏
祭
り

日　

時　

８
月
20
日（
土
）・
21（
日
）

場　

所　

御
荘
平
城
商
店
街
他

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆
（
20
日
）

①
福
祉
事
業
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
夢
の
抽
選
会

18
時
30
分
〜
（
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
）

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆
（
21
日
）

①
第
８
回
郡
内
小
学
生
相
撲
大
会　

12
時
〜

　

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

②
平
城
小
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

17
時
10
分
〜

③
踊
り
パ
レ
ー
ド　

17
時
15
分
〜

④
河
川
敷
催
物　

17
時
45
分
〜

⑤
花
火
大
会　

20
時
40
分
〜

⑥
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
歌
謡
シ
ョ
ー

19
時
10
分
（
観
自
在
寺
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

日　
　

時　

８
月
13
日（
土
）

開
演
18
時
〜
終
演
22
時（
予
定
）

場　
　

所　

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
大
森
山
キ
ャ
ン
プ
場

（
雨
天
の
場
合
は
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
）

前
売
券
４
，５
０
０
円

　

当
日
券
５
，０
０
０
円

問
合
せ
先

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ 

in 

南
レ
ク

実
行
委
員
会

（
城
辺
商
工
会
内
）

℡  
７
２
―

０
９
６
３

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ 

ｉ
ｎ 

南
レ
ク
２
０
０
５

　

愛
南
町
合
併
１
周
年
を
記
念
し
て
、
愛
南

町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
共
催
で
、
10
月
１

日（
土
）に
フ
ァ
ミ
リ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

会　
　

場

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
・
大
ホ
ー
ル

実
施
内
容

「
ワ
ン
ワ
ン
と
あ
そ
ぼ
う
！
シ
ョ
ー
」

「
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
小
劇
場
」

　

※（
午
前
・
午
後
各
２
回
公
演
）

参
加
方
法

　

観
覧
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

８
月
上
旬
に
配
布
す
る
回
覧
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

  
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
ぬ
れ
手
に
電
気
」
、
「
ぬ
れ
手
に
プ
ラ

グ
」
が
危
険
な
こ
と
は
、
十
分
ご
承
知
で

し
ょ
う
が
、
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
差
し
込
み
プ
ラ

グ
や
ソ
ケ
ッ
ト
に
ぬ
れ
手
で
触
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
電
気
製
品
を
扱
う
時
は
、
忙
し
い

時
で
も
、
手
を
よ
く
拭
い
て
か
ら
取
り
扱
う

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

財
団
法
人　

四
国
電
気
保
安
協
会　

愛
媛

支
部　

城
辺
事
業
所　

℡  
７
３
―

１
２
５
６
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心配ごと（弁護士）相談所
●８月９日（火）

●城辺保健福祉センター

社会福祉協議会　城辺支所

〈問合せ先〉７０－１０１１

●10月11日（火）

●御荘老人福祉センター

社会福祉協議会　御荘支所

〈問合せ先〉７２－３５４７

ゆらり内海（85－1155）・山出憩いの里温泉（72－6263）
一本松温泉あけぼの荘（84－3260）では、８月から、
日替わりで各種割引サービスを行います。詳しくは、
各施設に問い合せください。

生 活 得 々 情 報くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

愛
南
文
芸

町
内
の
各
漁
協
で
取
り
扱
い
し
て
い
る

「
わ
か
し
お
石
け
ん
」
は
、
町
が
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
の
で
定
価
よ
り
安
く
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
洗
濯
用
粉
石
け
ん
コ
ン
パ
ク
ト

○
台
所
用
液
体
石
け
ん

※
漁
協
に
よ
り
定
価
が
若
干
異
な
り
ま
す

問
合
せ
先 

本
庁
環
境
衛
生
課 

℡  
７
２
―

１
２
１
１
（
内
線
５
０
３
）

さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
一
本
松
）

家
成
り
て
買
ひ
そ
ろ
へ
た
り
し
流
し
台
輝
き
あ
せ
ね
ど
水
漏
れ
は
じ
む　
　

前
田　
　

充

山
の
中
に
草
を
分
け
つ
つ
蕨
摘
む
時
折
夫
に
声
か
け
な
が
ら　
　

生
田　

景
子

ネ
ギ
坊
主
列
を
乱
さ
ず
並
み
立
て
る
こ
の
素
直
さ
の
何
か
寂
し
き　
　

岩
村
千
代
子

大
雨
の
注
意
報
発
令
山
下
る
は
や
路
面
に
は
石
を
押
し
出
し
流
る　
　

扇
野
八
代
生

笑
ひ
初
め
し
曾
孫
の
口
元
愛
お
し
く
日
に
日
に
確
か
な
笑
顔
と
な
り
ぬ　
　

國
松　

幸
枝

温
泉
に
手
足
を
伸
ば
し
短
歌
思
う
良
か
れ
悪
し
か
れ
私
の
天
国　
　

田
中
久
仁
恵

一
つ
だ
に
鍬
傷
つ
け
ず
掘
り
出
し
ぬ
初
出
荷
す
る
馬
鈴
薯
「
男
爵
」　
　

国
光　

良
子

花
び
ら
の
重
な
り
厚
き
深
紅
の
バ
ラ
咲
き
い
る
庭
に
一
人
佇
ち
見
る　
　

中
平
喜
美
代

み
と
り
つ
づ
き
心
の
な
や
む
日
々
な
れ
ど
か
か
わ
り
な
き
が
に
鉄
線
花
咲
く　

水
野
美
代
子

牛
馬
の
飼
料
レ
ン
ゲ
草
に
寝
転
び
て
狩
り
に
来
る
な
と
兄
を
困
ら
せ
し　
　

宮
本
ヨ
リ
コ

わ
が
顔
の
年
経
る
ご
と
に
母
に
似
て
哀
し
く
も
あ
り
愛
し
く
も
あ
る　
　

安
村
寿
美
子

仕
付
終
り
田
の
神
に
供
ふ
る
お
供
へ
の
赤
飯
持
ち
ゆ
く
亡
夫
に
な
ら
ひ
て　
　

山
本　

豊
子

築つ
く

り
か
け
の
巣
を
毀こ

ぼ

た
れ
し
つ
ば
く
ら
め

し
べ

を
衝く

は

へ
て
飛
び
交
ひ
て
を
り　
　

蕨
岡　

文
枝

篠
南
川
柳
会(

正
木)

朝
食
も
し
っ
か
り
食
べ
て
八
十
路
越
え　
　

岡
原　

善よ

し

こ子

朝
の
来
ぬ
夜
は
無
い
よ
と
励
ま
さ
れ　
　

赤
松
シ
ゲ
子

流
行
を
着
て
も
ピ
エ
ロ
の
肥
満
体　
　

木
下　
　

享
と
お
る

流
行
で
無
い
け
ど
美
人
徳
を
す
る　
　

野
中
ミ
ツ
ル

風
穴
を
開
け
て
柵
吹
き
飛
ば
す　
　

田
中
す
み
子

縫
う
迄
に
草
臥
れ
ま
し
た
針
の
穴　
　

木
本　

清き

よ

こ子

餓
鬼
大
将
柴
を
被
せ
て
落
と
し
穴　
　

岡
野　

静し

ず

こ子

其
の
穴
は
何
れ
庶
民
の
汗
油　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

耳
の
穴
覗
い
て
く
れ
る
妻
が
居
る　
　

國
松　

幸ゆ

き

え枝

西
海
俳
句
会

炎え
ん
て
ん天

へ
一
歩
踏
み
出
す
力
失
せ　
　

鈴
木　

白
舟

老ろ
う
お
う鶯

や
途と

だ絶
え
て
長
し
子
の
便
り　

鈴
木　

白
舟

合ね

む歓
の
花
部
屋
の
中
よ
り
笑
い
声　

吉
田　

久
江

 
お
ト
ク
で
す
よ
！

環
境
に
や
さ
し
い

「
わ
か
し
お
石
け
ん
」

山口英
え り な

理奈さん
(深浦漁協職員)

孫
が
泣
き
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
雨
と
な
る　

吉
田　

朝
子

空か

ら

つ

ゆ

梅
雨
と
愚ぐ

ち痴
の
多
さ
よ
農の

う

日に

っ

き記　

利
根
早
智
江

子こ

燕
つ
ば
め

や
音お

ん
ど
く読

の
声
澄す

ん
で
居
り　
　

吉
田　

寅
恵

花
の
長は

せ谷
写
真
の
み
ん
な
口
開
き　

吉
田　

弘
定

内
海
俳
句
会

蛍ほ
た
るの

字
も
忘
る
程ほ

ど

忘
れ
け
り

夏
蝶

ち
ょ
う

の
風
よ
り
早
く
消
え
に
け
り　
　

好
岡
東と

う
め
い
し

明
子

昼
寝
覚さ

め

大
草
原
の
中
に
居い

て

金
魚
鉢ば

ち

玄
関
風
を
通
し
け
り　
　

堀
田　

辰た
つ

枝え

水
打
っ
て
娘
待
つ
風
呼
び
に
け
り

団せ

ん

す扇
風
ぱ
た
ぱ
た
愚ぐ

ち痴
を
と
ば
し
け
り　

太
田　

信の

ぶ

こ子

月
闌た

け
て
啼な

き
疲つ

か

れ
し
や
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰

沖
の
帆ほ

を
染
め
て
夕
焼
寂さ

び

勝ま
さ

る　
　

岩
森
十と

志し

こ子

６５０円
（定価）

２００円
（町補助額）

４５０円
（漁協売値）

３１０円
（定価）

１００円
（町補助額）

２１０円
（漁協売値）

↓　
　
　

↓

↓　
　
　

↓
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（６月受付分）

（６月受付分）

まちの人口  愛　南　町 平成17年7月1日現在

人　口　9,373人
　男　　4,443人
　女　　4,930人
世帯数　3,712戸

人　口　28,251人 　    男 13,236人      　 女 15,015人       世帯数　11,218戸

人　口　4,245人
　男　　1,972人
　女　　2,273人
世帯数　1,473戸

人　口　3,056人
　男　　1,432人
　女　　1,624人
世帯数　1,295戸

人　口　9,295人
　男　　4,351人
　女　　4,944人
世帯数　3,918戸

人　口　2,282人
　男　　1,038人
　女　　1,244人
世帯数　  820戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

 県立南宇和病院の「さわやか」医療情報
県立南宇和病院　外科 松野　裕介先生

その痛み・繰り返す前に（最近の胆石症手術について）
　腹痛には様々な原因がありますが、「胆石」
による痛みについては、皆さんよく耳にされる
のではないかと思います。胆石のある約５～７
割の人は症状なく経過されますが、症状が出た
際、耐え難い腹痛を引き起こすばかりでなく、
人によっては石で蓋をされた胆嚢の中に膿が溜まり、命を脅か
すことさえあります。症状を有した際、石を取り除くためには
基本的に手術が必要となりますが、従来の開腹手術のみでなく
「腹腔鏡下手術」が近年、広く行われるようになってきまし
た。５～10㎜の傷４箇所から細いカメラ（腹腔鏡）と、操作用
の器具で手術を行うもので、開腹手術と比べ身体の負担も少な
く入院期間もおよそ半分で済み、当院でも頻繁に行っておりま
す。しかし、胆嚢炎による痛みを繰り返すほど、胆嚢の周りが
癒着し腹腔鏡での手術が困難となってきます。右上のお腹の痛
み、覚えの有る方は一度、お早めに県立南宇和病院にご相談下
さい。

日　

時　

８
月
21
日（
日
）
17
時
45
分
〜

場　

所　

観
栄
橋
下
僧
都
川
河
川
敷

対　

象　
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
女
性
で
、
未

婚
・
既
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。ま
た
、当
日
浴
衣

を
着
て
参
加
で
き
る
方
で
、
自
薦
・
他
薦
も

問
い
ま
せ
ん
の
で
、多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

賞　
　

品

優　

勝　

韓
国
旅
行
ペ
ア
旅
行
券

 
お
知
ら
せ
！

浴
衣
美
人
コ
ン
テ
ス
ト

準
優
勝　

液
晶
テ
レ
ビ

特
別
賞　

焼
肉
千
勢
ペ
ア
食
事
券

参
加
賞　

ハ
タ
ダ
南
宇
和
店
商
品
券

推
薦
さ
れ
た
方
が
優
勝
す
る
と
、
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

御
荘
町
商
工
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

℡  
７
３
―

０
７
０
０

応
募
締
切

８
月
10
日（
水
）

映
画
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●
上
映
映
画
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

戦
争
体
験
を
通
じ
て
、
平
和
へ
の
願
い
を
渇

望
す
る
感
動
作
品
で
す
。
一
人
で
も
、
多
く

の
方
の
入
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
入
場
無
料

●
日　

時　

８
月
19
日（
金
）10
時
開
場

●
場　

所　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル

●
主　

催　

城
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編集・発行　愛南町役場広報広聴室

〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/

印　　　刷　明星印刷工業株式会社

　　　　　御荘町商工会青年部主催による「浴衣美人コン
　　　　　テスト」のPR写真撮影に、ご協力をいただきま
した商工会職員の清家さん(左側)、平尾さん(右側)です。美
しい浴衣姿が、とても印象的でした。

編　集　後　記

7/13

内海中学校からご提供いただいたシーカヤック体験の様子
です。

　７月も、空梅雨に終わり、あっという間に終わりに近づき、年々、季節感が薄れてきているような感じがします。大きく物事
を考えると、地球温暖化の影響による気象の変化が、どういう結末に向かっているのか、何か恐ろしい気さえしますが、何事も
素直にありのままを受け入れていくこと。それが大切だと、自分に言い聞かせながら、暑さに絶えるこの頃です。
　８月は、夏祭りやスポーツイベントと、賑やかな行事が続きます。カメラとタオルを手に、軽やかに動く自分を夢みながら、
イメージトレーニングを行っています。やはり、良いイメージを持つことは、体と心の健康のバランスシートです。皆さんも、
素敵な自分づくりのイメージを大切にして、夏を楽しみましょう。


